
人
を
動
か
す
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
l
シ
ヨ
ン

深
田
博
己
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授

。。o m
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
の
性
質

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
ば
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
使
わ

れ
方
を
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と

ば
が
も
っ
意
味
内
容
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

「
引
っ
越
し
て
き
た
こ
の
新
し
い
土
地
で
う
ま
く
や
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
近
所
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
こ
と
が

大
切
だ
」
と
か
「
非
行
少
年
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
彼

ら
と
何
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ

た
場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
個
人
と
他
者
と
の
相
互
作
用

を
意
味
す
る
。
私
た
ち
は
、
周
囲
の
人
た
ち
と
の
こ
と
ば
や
行
動
の

人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

や
り
と
り
、
す
な
わ
ち
相
互
作
用
を
通
し
て
、
人
間
関
係
を
形
成
し

て
い
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
相
互
作
用
過
程
と
し
て
の
性

質
が
あ
る
。

「
最
近
は
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
っ
た
く
な
い
の

で
、
子
ど
も
が
将
来
の
進
路
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ

か
ら
な
い
」
と
か
「
彼
女
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
い
つ
も
ず

れ
て
し
ま
っ
て
、
お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ
合
わ
な
い
」
と
い
っ
た

場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
個
人
と
他
者
と
の
間
の
情
報
あ

る
い
は
意
味
の
伝
達
を
指
す
。
私
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
介
し
て
、
周
囲
の
人
た
ち
と
意
味
を
共
有
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
意
味
伝
達
過
程
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
。

「
あ
い
つ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
か
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
ま

る
め
込
ま
れ
て
し
ま
う
ぞ
」
と
か
「
人
の
心
を
つ
か
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
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シ
ヨ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た

場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
個
人
か
ら
他
者
へ
の
影
響
を
表

す
。
私
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
人
た

ち
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

影
響
過
程
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
。

ω
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け

図
ー
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
相
互
作
用
過
程
、
意

味
伝
達
過
程
、
影
響
過
程
を
頂
点
と
す
る
正
三
角
形
A
B
C
で
表
す

こ
と
が
で
き
る
。
相
互
作
用
過
程
、
意
味
伝
達
過
程
、
影
響
過
程
と

い
う
三
つ
の
性
質
の
ど
れ
か
一
つ
の
み
に
対
応
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
理
論
上
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
三
つ
の
性
質
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、
相
対
的
に
ど
の
性

質
が
最
も
顕
著
に
表
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
最
も
顕
著
に
表
れ
て

程
ゆ
い
る
性
質
を
強
調
す
る
形

c
翻

叫

で

、

O
O過
程
の
性
質
を

影
、
う
も
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ヨ

コ

ン

と

呼

ぶ

こ

と

が

で

き

E

b

る
。
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

口
シ
ヨ
ン
が
三
つ
の
性
質
を

か
け
ど
の
程
度
備
え
て
い
る
か

陸

動

づ

過
を
置
は
、
正
三
角
形
の
三
つ
の

3

達

人

位

E
伝

頂

点

か

ら

の

距

離

に

よ

っ

千
羽
ノ

4
E
E

勤
図
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

相互作用過程

る
。
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
正
三
角
形
内
の
特
定
の

点
と
し
て
表
さ
れ
る
。
そ
の
特
定
の
点
か
ら
正
三
角
形
の
そ
れ
ぞ
れ

の
頂
点
ま
で
の
距
離
が
、
そ
の
頂
点
が
示
す
性
質
の
強
度
を
去
し
、

距
離
が
短
い
ほ
ど
そ
の
性
質
は
強
く
、
逆
に
、
距
離
が
長
い
ほ
ど
そ

の
性
質
は
弱
い
。

人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
影
響
過
程
を
強
調
し

た
場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
図

1
の
正
三

角
形
に
お
い
て
、
頂
点
C
、
辺
A
C
の
中
点
D
、
辺
B
C
の
中
点
E
、

正
三
角
形
A
B
C
の
中
心
点
F
を
結
ぶ
四
角
形
C
D
E
F
で
示
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
四
角
形
C
D
E
F
は
、
三
角
形
A
B
C
の
そ
れ

ぞ
れ
の
頂
点
か
ら
の
距
離
で
い
え
ば
、
頂
点

C
か
ら
の
距
離
が
最
短

に
な
る
領
域
で
あ
り
、
三
つ
の
性
質
の
う
ち
で
影
響
過
程
の
性
質
が

最
も
強
く
出
現
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
を
示
す
。

す
な
わ
ち
、
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
相
互
作
用
と
し
て
の
性
質
や
意
味
伝
達
と
し
て
の
性
質
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
影
響
と
い
う
性
質
が
最
も
注
目
さ
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。

。。
2
.
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
相

。川「
人
を
動
か
す
」
こ
と
の
意
昧

心
理
学
で
「
人
を
動
か
す
」
と
い
う
と
き
に
は
、
「
人
を
動
か
す
」
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次
元
と
し
て
内
的
反
応
次
元
と
外
的
反
応
次
元
の
二
つ
を
考
え
る
。

外
部
か
ら
直
接
観
察
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
内
面
レ
ベ
ル
の
反
応
に

対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
影
響
を
与
え
る
場
合
が
前
者
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
思
考
・
感
情
・
動
機
・
態
度
・
価
値

観
と
い
っ
た
個
人
の
心
に
何
ら
か
の
変
化
を
も
た
ら
す
場
合
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
部
か
ら
直
接
観
察
可
能
な
行
動
レ
ベ
ル
の

反
応
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
影
響
を
与
え
る
場
合
が
後

者
で
あ
る
。
こ
の
行
動
レ
ベ
ル
の
反
応
に
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
飲
酒
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
音
楽
鑑
賞
な
ど
の
比
較
的
個
人
的
な
行
動
か
ら
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
住
民
運
動
な
ど
の
社
会
的
な
行

動
ま
で
含
ま
れ
る
し
、
さ
ら
に
は
、
言
語
に
よ
る
意
見
表
出
や
非
言

語
に
よ
る
感
情
表
出
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
出
行
動
も
含
ま
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
個
人
の
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
に
何

ら
か
の
変
化
を
も
た
ら
す
と
き
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
動

レ
ベ
ル
で
人
を
動
か
す
と
い
う
。

人
の
心
と
行
動
は
、
本
来
一
貫
性
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、
心
と

行
動
の
一
貫
性
が
保
た
れ
る
と
き
、
安
定
が
得
ら
れ
る
。
し
か
し
、

心
の
ま
ま
に
行
動
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
制
約
が
現
実
の
社

会
に
は
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
提
出
し
た
企
画
案
を
課
長
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
こ
き
お
ろ

さ
れ
た
営
業
マ
ン
は
、
課
長
に
対
す
る
攻
撃
街
動
に
駆
り
立
て
ら
れ

た
と
し
て
も
、
そ
の
攻
撃
街
動
を
抑
圧
し
、
一
一
一
口
語
や
表
情
に
出
さ
な

い
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
内
心
で
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
上
司
の
指
示
に
対
し
て
、
黙
々
と
従
う
こ
と
も

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
個
人
の
内
面

レ
ベ
ル
に
の
み
影
響
を
与
え
る
場
合
、
個
人
の
行
動
レ
ベ
ル
に
の
み

影
響
を
与
え
る
場
合
、
個
人
の
内
面
レ
ベ
ル
と
行
動
レ
ベ
ル
の
両
方

に
影
響
を
与
え
る
場
合
、
の
三
通
り
が
存
在
す
る
。

ω
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ

他
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
意
図
し
て
用
い
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
説
得
、
命
令
・
指
示
、
要
請
技
法
、
承
諾
獲
得

方
略
、
自
己
呈
一
不
、
欺
踊
、
デ
マ
と
い
っ
た
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
い
ず
れ
も
人
を
動
か
す
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
徴
を
も
っ
。

説
得
は
、
主
と
し
て
言
語
的
手
段
を
使
用
し
て
、
納
得
さ
せ
な
が

ら
他
者
の
態
度
や
行
動
を
特
定
の
方
向
へ
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
図

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
他
者
を
納
得
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
納
得
さ
せ
る

た
め
の
論
拠
が
情
報
と
し
て
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
し
、
内
面
レ
ベ
ル

の
態
度
変
化
を
重
視
す
る
。

命
令
・
指
示
は
、
他
者
の
行
動
的
追
従
を
求
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
内
面
レ
ベ
ル
の
変
化
は
あ
ま
り
重
視
さ

れ
な
い
。
命
令
・
指
示
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
受
け
手
の

側
の
追
従
し
よ
う
と
い
う
動
機
が
重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
追
従
動

機
を
高
め
、
満
足
さ
せ
る
力
を
も
っ
送
り
手
の
命
令
・
指
示
が
有
効

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
送
り
手
の
命
令
・
指
示
に
よ
っ
て
受
け
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手
が
自
ら
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
る
と
、
反
発
動
機
が
増
大

し
、
命
令
・
指
示
の
影
響
力
は
低
下
す
る
。

要
請
技
法
に
関
し
て
は
、
単
万
直
入
に
要
請
す
る
直
接
的
要
請
法

に
比
べ
て
、
最
初
に
わ
ざ
と
偽
り
の
要
請
を
し
て
お
い
て
、
次
に
目

的
と
す
る
真
の
要
請
を
行
う
技
法
の
方
が
要
請
に
対
す
る
他
者
の
承

諾
率
を
高
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
要
請
技
法
と
し

て
は
、
①
小
さ
な
要
請
を
承
諾
さ
せ
た
あ
と
に
、
真
の
要
請
を
す
る

段
階
的
要
請
法
、
②
大
き
な
要
請
を
拒
否
さ
せ
た
あ
と
に
、
真
の
要

請
を
す
る
譲
歩
的
要
請
法
、
③
偽
り
の
特
典
や
好
条
件
を
伴
う
要
請

を
い
っ
た
ん
承
諾
さ
せ
た
あ
と
、
そ
の
特
典
や
好
条
件
を
取
り
消
し

て
再
度
要
請
す
る
特
典
除
去
要
請
法
、
④
要
請
に
対
し
て
他
者
が
承

諾
や
拒
否
を
表
明
す
る
前
に
、
特
典
や
好
条
件
を
次
々
に
つ
け
て
要

請
を
行
う
特
典
付
加
要
請
法
、
が
あ
る
。

承
詰
獲
得
方
略
は
、
主
に
言
語
を
用
い
た
頼
み
方
で
あ
る
。
①
依

頼
者
か
ら
の
頼
み
ご
と
を
承
諾
す
る
こ
と
が
頼
ま
れ
た
側
(
被
依
頼

者
)
に
と
っ
て
何
ら
か
の
得
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
頼
む
「
貨
を
利

用
す
る
方
略
」
、
②
依
頼
者
か
ら
の
頼
み
ご
と
を
拒
否
す
る
こ
と
は
頼

ま
れ
た
側
に
と
っ
て
何
ら
か
の
損
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
頼
む

「
罰
を
利
用
す
る
方
略
」
な
ど
が
あ
る
。

自
己
呈
示
は
、
自
分
に
関
す
る
情
報
を
調
整
し
て
伝
達
し
、
自
分

に
対
し
て
他
者
が
も
っ
印
象
を
思
い
通
り
に
操
作
し
よ
う
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
自
分
の
本
当
の
姿
を
隠
し
、
誇
張
し

た
り
、
歪
曲
し
た
り
、
偽
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
対

す
る
他
者
の
印
象
を
官
理
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
呈
示
に
は
、
①
他

者
か
ら
の
非
難
を
浴
び
そ
う
な
社
会
的
苦
境
場
面
で
、
自
己
の
印
象

が
悪
化
す
る
こ
と
を
防
ご
う
と
す
る
防
衛
的
自
己
呈
一
不
(
例
.
弁
解
や

正
当
化
な
ど
)
、
②
他
者
か
ら
利
益
を
得
る
た
め
に
自
分
に
関
す
る
特

定
の
印
象
を
他
者
に
植
え
つ
け
よ
う
と
す
る
主
張
的
自
己
呈
示
前
.

取
り
入
り
ゃ
自
己
宣
伝
な
ど
)
が
あ
る
。

欺
踊
は
、
他
者
を
誤
っ
た
方
向
へ
誘
導
す
る
、
計
画
的
・
意
図
的

に
用
い
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
計
画
的
・
意
図
的

に
虚
偽
の
情
報
を
伝
え
る
場
合
で
あ
る
の
で
、
送
り
手
に
は
、
自
分

が
真
実
を
語
っ
て
い
な
い
と
い
う
虚
偽
の
意
識
が
存
在
す
る
。
欺
臨

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
典
型
的
な
タ
イ
プ
と
し
て
、
①
本
当
の

情
報
を
与
え
な
い
で
隠
す
隠
蔽
、
②
本
当
の
情
報
を
隠
し
て
お
く
だ

け
で
な
く
、
偽
り
の
情
報
を
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
与
え
る
偽
装
、

@
隠
し
て
い
る
本
当
の
情
報
の
こ
と
を
知
ら
な
い
・
記
憶
に
な
い
と

主
張
す
る
、
隠
蔽
と
偽
装
の
中
間
型
、
が
あ
る
。

デ
マ
は
、
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
の
証
拠
を
確
認
し
な
い
ま
ま
に
、

人
の
口
か
ら
口
へ
と
連
鎖
的
に
伝
え
ら
れ
、
最
終
的
に
不
特
定
多
数

の
人
々
の
聞
を
流
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
デ
マ
と
呼

ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
者
や
他
集
団
を
陥
れ
る
た
め

に
、
志
図
的
に
情
報
を
担
造
し
、
故
意
に
流
す
虚
偽
の
情
報
で
あ
り
、

そ
の
発
生
に
は
悪
意
が
潜
ん
で
い
る
。

以
上
の
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ
と
そ
の
特

徴
を
整
理
す
る
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

40 
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。。o m
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
内
面
レ
ベ
ル
で
の

影
響
を
強
調
し
て
い
る
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
説
得
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
態
度
変
化
を
ね
ら
う
説
得
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
の
心
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

3 

人
の
心
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

人を動かすコミュニケーションのタイプとその特徴

2 

3 

4 

ねらう変化のレベル

lー1 内面レベルの変化:説得

1-2 行動レベルの変化:命令・指示、要請技法、

承諾獲得方略

1-3 不明瞭その他のタイプ

情報内容の真偽

2-1 虚偽の情報内容:欺隔、自己呈示、デマ

2-2 真偽に無関心・その他のタイプ

情報内容の種類

3ー1 自分に関する情報.自己呈示

3-2 自分に限定しない情報:その他のタイプ

情報の移動範囲

4-1 連鎖的:デマ

4-2 当事者限定的:その他のタイプ

表1

る
と
い
え
る
。

私
た
ち
は
、
他
者
、
集
団
・
組
織
、
事
物
、
生
物
、
社
会
現
象
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
に
対
し
て
何
ら
か
の
態
度
を
保
有
し
て
い
る
。

あ
る
特
定
の
対
象
に
対
す
る
態
度
は
、
認
知
的
成
分
(
知
識
)
、
感
情

的
成
分
(
好
悪
感
情
)
、
行
動
的
成
分
(
行
動
意
志
)
の
三
成
分
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
の
態
度
が
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
定
の
対
象
に
対
し
て
私

た
ち
が
も
っ
て
い
る
知
識
や
好
悪
感
情
や
行
動
意
志
が
変
化
す
る
こ

と
で
あ
る
。

ω
健
康
行
動
意
志
を
促
進
す
る
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ど
の
よ
う
な
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
手
に
も
た
ら
す
の
か
、

に
つ
い
て
テ
レ
ビ
の
禁
煙
教
育
番
組
を
例
に
取
り
上
げ
、
図
2
に
示

し
た

R
.
w
.
ロ
ジ
ャ

l
ズ
の
防
護
動
機
理
論
の
枠
組
を
利
用
し
て

説
明
す
る
。

禁
煙
教
育
番
組
の
最
終
目
的
は
、
喫
煙
と
い
う
不
適
応
行
動
を
減

少
さ
せ
、
禁
煙
と
い
う
適
応
行
動
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
防

護
動
機
理
論
で
は
、
表
2
に
示
し
た
七
つ
の
認
知
要
因
が
禁
煙
教
育

番
組
(
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
)
の
効
果
を
決
定
す
る
と
仮
定
し

て
い
る
。
表

2
の
七
つ
の
認
知
要
因
の
う
ち
、
①
内
的
報
酬
と
外
的

報
酬
は
不
適
応
行
動
を
増
加
さ
せ
る
要
因
、
②
深
刻
さ
と
生
起
確
率

は
不
適
応
行
動
を
減
少
さ
せ
る
要
因
、
③
反
応
効
果
性
と
自
己
効
力

は
適
応
行
動
を
増
加
さ
せ
る
要
因
、
④
反
応
コ
ス
ト
は
適
応
行
動
を

41 人を動かすコミュ二ケーション
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恐怖喚起

巨E;:J7..!-1= 
防護動機を媒介する認知過程

表2 防護動機理論で仮定される説得効果の規定図

① 内的報酬:不適応行動がもたらす快感や満足の認知(例.喫煙による気晴らし)
② 外的報酬.不適応行動がもたらす社会的貨資の認知(例:喫煙によって仲間から承認される)
③ 深刻さ 不適応行動によって生じる危害の程度の認知(例:I喫煙が生じさせる肺がんの深
刻さ)
生起確率:不適応行動によって危害が生じる確率の認知(例:喫煙が肺がんを生じさせる

可能性)
反応効果性 勧告された対処行動が危険を防ぐのに効果的である程度の認知(例:禁煙に

よって肺がんにかかる可能性が減少する割合)
自己効力・勧告された対処行動を実行できる程度についての認知(例 禁煙の自信)

反応コスト.勧告された対処行動の遂行に伴うコスト(負担)の程度の認知(例・禁煙の
実行に伴う精神的苦焔)

図2

④ 

⑤ 

⑤ 
⑦ 

減
少
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
2
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
深
刻
さ
と
生
起
確
率
が
高
く
、
内
的
報
酬
と
外
的
報
酬
が
低
い

ほ
ど
、
脅
威
評
価
が
高
く
な
る
。
ま
た
、
反
応
効
果
性
と
自
己
効
力

が
高
く
、
反
応
コ
ス
ト
が
低
い
ほ
ど
、
対
処
評
価
は
高
く
な
る
。
そ

し
て
、
脅
威
評
価
と
対
処
評
価
が
高
い
ほ
ど
、
視
聴
者
が
自
分
自
身

を
肺
が
ん
の
脅
威
か
ら
守
り
た
い
と
い
う
防
護
動
機
が
強
く
な
り
、

番
組
中
で
勧
告
さ
れ
た
禁
煙
と
い
う
対
処
行
動
を
と
ろ
う
と
す
る
意

志
は
強
く
な
る
。

禁
煙
教
育
番
組
の
中
に
上
記
の
七
要
因
に
関
係
す
る
情
報
が
適
切

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
れ
ば
、
視
聴
者
の
喫
煙
に
対
す
る
態
度
は
否
定

的
な
方
向
に
、
禁
煙
に
対
す
る
態
度
は
肯
定
的
な
方
向
に
変
化
す
る

と
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
喫
煙
が
有
害
で
あ
る
と
い
う
知
識
の

増
加
、
喫
煙
に
対
す
る
嫌
悪
感
情
の
増
加
、
喫
煙
し
続
け
よ
う
と
い

う
行
動
立
志
の
減
少
と
、
禁
煙
の
有
効
性
や
禁
煙
の
仕
方
に
関
す
る

知
識
の
増
加
、
禁
煙
に
対
す
る
好
意
的
感
情
の
増
加
、
禁
煙
し
よ
う
と

い
う
行
動
意
志
の
増
加
と
い
っ
た
変
化
が
生
じ
、
こ
う
し
た
態
度
変

化
が
、
喫
煙
か
ら
禁
煙
へ
と
い
う
行
動
変
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
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